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令和５年度　大阪府立堺支援学校　第１回運営協議会　議事録　　　　　　　　

府立　堺支援学校
校長　西浦由夏、准校長　橋本真希

開催日時 令和５年６月23日（金）１０時～１１時３０分

長谷川陽一委員長、久保田征夫副委員長、井辻勝美、但馬秀樹委員、児玉和夫委員

Ⅰ　報告
（１）上記の議題（１）（２）について承認された。
（２）上記の議題（３）～（６）について説明及び報告をした。
（３）上記の議題（７）（８）について報告をした。
Ⅱ　協議
（１）令和５年度学校経営計画（本校及び大手前分校）
・（質問）自立活動を主とする教育課程を知的の教育課程に変更した背景について
→　これまで自立活動を主とする教育課程で各教科の取り組みを行ってきたが、それぞれの授業が、どの教科の目標で取り組んでいるかを
より
　　 明確にするために変更した。
・（質問）・「中期的目標に３年間で10%のアップをめざす」とあるが、どの時期を起点としているのか。
→　起点となる令和２年度から１０％アップと考えている。
・（質問）働き方改革の部分についてメンタルヘルスについての記載がある。現在、メンタルが原因で休んでいる教職員は、いるのか。
　またハラスメントに絡んでの不調はあるか？
→　休職の要因は、メンタルも含めて様々であるため教職員の心身の状態には常に配慮していきたい。ハラスメントが要因の休職はない。
・（質問）「人材育成とあったが、人材不足とはどういうことか。」
→　経験のある教職員が次々に定年退職を迎えた背景がある。それを踏まえて人材育成できれば良かったが、十分にできなかった。
・（意見）他の職場も同じ状況である。
・（質問）「現在定年は、何歳か。」
→　６０歳。今年度は６１歳となり６５歳まで伸びる予定である。定年後に再任用で勤務している教職員もいる。
・（意見）以前、学校で作った野菜を地域で販売活動していてとても良いと思っていたが、最近やっていないのは取り組みをする
　教職員が減ってきている背景があることがわかった。
・（質問）「人工呼吸器の児童生徒は何名いるか」
→　現在２名在籍。現在、保護者付き添いから保護者付き添いなしへの移行をすすめている。分校２名在籍。整肢学園と連携して対応して
いる。
（２）令和６年度教科用図書選定理由書と令和５年度教科用図書選定の活用について解説し、実物を用いて説明した。
・各学部児童生徒の実態に応じて選定。１年単位の教科書もあれば、年度を跨ぐものもある。シラバスに教科書を記載。シラバスに応じて使
用していく。
・（意見）「この地域は、世界遺産が近くにある。地域を愛する心を育てるためにそれを学べる教科書があるので採用してほしい。」
→　児童生徒の実態に応じて選定していく。
・（質問）教科書の選定は学校ごとか府単位か。
→　府立支援学校は、学校ごとに採択。
・（質問）「教科書やICTで活用できるソフトなどがあれば教科書として採用できると良いが、随時できるか」
→　選定委員会で選定して教科書として、採用できる。
（３）令和４年度卒業生の進路状況等について説明をした。
　　令和４年度の卒業生の進路状況を資料に添って説明。
・（質問）「進路が、その他とはどういうことか」
→　生活課程の１名は、在学中の登校が難しい生徒であった。普通課程の１名は、施設に入所した。
・（質問）「企業就職３名の現在の状況について」
→　堺市障害者就業・生活支援センターと連携してアフターフォローを行っている。フォローの期間は、１年。その後もフォローしていく。

次回の会議日程

2023/11月予定

大阪府立堺支援学校　本校

出席者(学校）
西浦由夏校長、橋本真希准校長、竹川誠教頭、西山三穂子教頭、吉田純一分校教頭、
山下優事務部長、黒川仰首席、岡本晃秀首席、毛利規子首席、
関根恵部主事、上野克仁教務部長、西出一裕進路専任

傍聴者 なし

議題等(次第順）
Ⅰ　報告及び協議
　　（１）令和５年度堺支援学校学校運営協議会実施要項準則
　　（２）令和５年度堺支援学校学校運営協議会学校年間運営計画
　　（３）令和５年度学校経営計画（本校小中学部・分校）
　　（４）令和５年度学校経営計画（本校高等部）
　　（５）令和６年度教科用図書選定理由書について（本校）
　　（６）令和６年度教科用図書選定理由書について（分校）
　　（７）令和５年度教科用図書選定とその活用について（本校）
　　（８）令和４年度卒業生の進路状況等について

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料

①令和５年度堺支援学校学校運営協議会実施要項準則・年間運営計画
②令和５年度学校運営協議会委員・事務局名簿
③令和５年度学校経営計画（案）（本校小中学部・本校高等部・分校）
④令和６年度教科用図書選定理由書について（本校小中学部・高等部・分校）
⑤令和５年度教科用図書選定とその活用について（本校小中学部・高等部）
⑥令和４年度卒業生の進路状況等について

備考


